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宮城　光廣
備　　考

関連科目 代数，解析ⅠＡ，解析ⅠＢ，解析ⅡＡ，解析ⅡＢ

教　科　書 応用数学　（大日本図書）

参　考　書 ベクトル解析の基礎 寺田文行著（サイエンス社），　フーリエ解析・ラプラス変換 寺田文行著（サイエンス社）

授業評価・理解度 最終回に授業評価アンケートを行う。
副担当教員

面積分
スカラー場やベクトル場の面積分の計算方法
について説明する．

合成積と，そ
のフーリエ変
換

合成積と，そのフーリエ変換について説明す
る．

発散定理
ガウスの発散定理および，その物理的意味に
ついて説明し，面積分の計算に応用する．

偏微分方程式
への応用

フーリエ変換を用いた偏微分方程式の解法に
ついて説明する．
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項　　　　目 内　　　　　　容

ストークスの
定理

ストークスの定理および，その物理的意味に
ついて説明し，線積分の計算に応用する．

ベクトル場の
発散と回転

ベクトル場と，その発散や回転について説明
する．

スカラー場の
勾配

演習
空間ベクトルのまとめとして，ここまでの内容
で演習を行う．

フーリエ変換のまとめとして，ここまでの内容
で演習を行う．

演習 ベクトル解析のまとめとして，演習を行う． まとめ
全体の学習事項のまとめを行う。また授業評
価アンケートを行う。

偏微分方程式
への応用

スカラー場と，その勾配や方向微分係数につ
いて説明する．

中間まとめ 中間まとめとして試験を実施する

フーリエ変換
の性質

自学自習の内容 課題として，適宜レポートを課す．

フーリエ変換
の演習

いろいろな関数のフーリエ変換を求める．

グリーンの定
理

演習

線積分
スカラー場やベクトル場の線積分の計算方法
について説明する．

グリーンの定理を説明し，ベクトル場の積分と
しての意味について説明する．

フーリエ変換の性質・公式について説明する．

対称性を有する関数のフーリエ級数について
説明する．
フーリエ級数の収束定理について説明する．

曲面
ベクトルを用いた曲面の方程式および，その
接平面や法線ベクトル，面積の計算について
説明する．

複素フーリエ
級数

複素数を用いたフーリエ級数について説明す
る．

曲線
空間内の曲線について，その長さ，曲率の計
算方法を説明し，曲線運動の速度・加速度に
ついて説明する．

正弦級数
余弦級数
収束定理

外積の定義と計算方法，その幾何学的意味
や性質について説明する．

周期２π の関
数のフーリエ
級数

期２π の関数について，そのフーリエ級数を
求める．

ベクトル関数
ベクトル関数およびその微分法について説明
する．

一般の周期関
数のフーリエ
級数

一般の周期関数について，そのフーリエ級数
を求める．
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フーリエ変換 フーリエ変換と積分定理について説明する．

中間まとめ 中間まとめとして試験を実施する

内　　　　　　容

空間のベクト
ル

空間ベクトルおよび内積の性質について，２
年次の代数の復習をおこなう．

フーリエ級数
三角関数を含む積分について復習し，周期２
π の周期関数をフーリエ級数として表す方法
について説明する．

項　　　　目

フーリエ級数を用いた偏微分方程式の解法に
ついて説明する．

外積

到　達　目　標 評　価　方　法

演習
フーリエ級数のまとめとして，ここまでの内容
で演習を行う．

1)　曲線の接線ベクトルや長さ，曲面の法線ベクトルや面積を求めることができる．
(2)　スカラー場やベクトル場について勾配や発散・回転を求めることができる．
(3)　線積分，面積分の計算ができ，関連する定理，応用について理解・説明でき
る．
(4)　周期関数をフーリエ級数で表すことができ，偏微分方程式の解法に応用でき
る．
(5)  フーリエ変換の意味を理解・説明でき，偏微分方程式の解法に応用できる．

評価方法は、
①定期試験　②演習と小テスト で評価する。
評価配分は、
①　70％　②　30％ とする。

学習・教育目標 （Ｅ）① ＪＡＢＥＥ基準１（１）   （ｃ）

教　員　名 菊政　勲 ： KIKUMASA Isao

授
業
概
要

応用数学では，一般数学科目の代数，解析で履修した内容を発展させ，各学科の工学専門科目に必要な数学的な基礎知識の修得を目標とす
る．
前期のベクトル解析では，代数で修得したベクトルに関する知識と，解析で修得した微積分に関する知識を融合させ，様々な物理量を場という概
念で扱い，それらの量に関する空間領域での微積分を考える．
後期は，周期的な変動を示す現象を解析する関数解析の手法としてのフーリエ解析について講義する．様々な周期関数を三角関数の無限級数
として表すフーリエ級数を導入し，周期を無限大とした極限としてのフー

学修単位

2 100分×30回 必修 講義・通年 ○

科　　　　　　目　　　　　　名

応用数学 ： Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ

科目区分 授業形態単位 授業時間学年
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